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ススキ（Miscanthus sinensis Andersson） 

自然分布域 

 南千島・北海道～琉球，朝鮮半島・中国（茨木ほか 2016） 

地域性種苗とみなす地理的範囲 

または  

※本図は文献に基づき，主要 4 島（北海道，本州，四国，九州）における当該植物の遺伝的変異の地理

的分布の傾向を示している。破線で表示されている場合，境界線の位置や幅は厳密に確定しているもの

ではない。研究の進展に伴って境界線が更新される可能性があるため，学会ウェブサイトで最新情報を

確認する必要がある。 

解 説 

 日本全国の国立公園 26 集団と国立公園外の沖縄県の 3 集団から採取された約 600～

700 個体のサンプルについて，葉緑体 DNA の 4 領域や，核リボソーム DNA の ITS 領域

を解析した研究において，トカラ海峡付近を境に琉球諸島に祖先的系統，日本本土（トカ

ラ海峡以北）に派生的系統が分布する傾向のあること，日本列島の南から北に連続的な遺

伝的変異の存在することが明らかになっている（Shimono et al. 2013; Hayakawa et al. 

2014）。また，日本全国から採取された 667 個体のサンプルについて，RAD-seq 法によ

り得られた核 DNA の 20,704 の一塩基多型（SNPs）と，葉緑体 DNA の 10 領域のマイ

クロサテライトを解析した研究においては，核 DNA の Structure 解析と主成分判別分析

（discriminant analysis of principal components；DAPC）の結果からは日本の主要 4 島

（北海道，本州，四国，九州）は東日本，中日本，西日本の 3 地区に分かれること，核

DNA の空間的主成分分析（spatial principal component analysis）や葉緑体 DNA のハプ

ロタイプの空間的分布の検討結果からは，日本アルプスや津軽海峡が種子散布の障壁と
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なっている可能性や，葉緑体 DNA については九州地方とその他の西日本でハプロタイ

プの分布が異なっていることが示されている（Clark et al. 2015）。 
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